
調布市剣道連盟加盟団体代表者会議及び総会 議事録 

平成10年５月10日 

 １．平成９年度事業報告 理事長 事務局  

 

議題 

 

 

２．平成９年度会計報告 同監査報告 

３．平成10年度事業計画（案） 

４．平成10年度予算（案） 

５．都剣連・西東京剣道連合会年間行事予定について 

６．役員紹介 

７．その他 

 

 

 

 

宮 田 

 

 

 

 

 

開催日時 平成10年５月10日（日）1４:３０～1６:３０    於：西調布体育館会議室  

 出席 

（敬称略） 

 

 

別紙参加者名簿参照 

 

 

 

委任状提出：聖武会、第七機動隊 

 

 

 

 

 

◆会長挨拶 

  杉原会長欠席のため、小野寺副会長より挨拶があった｡ 

◆ 議長選出 

    事務局長の首藤氏が選出された。 

◆議事 

１． 平成９年度事業報告 

  議長より、資料に基づき報告がなされた。 

 

２． 平成９年度会計報告 同監査報告 

      会計担当の鈴木氏より、資料に基づき報告がなされた｡ 

      会計監査担当の小野氏転勤、長田氏欠席のため、山川理事長より監査報告がなされた。 

      上記報告を受け、全会一致をもち、報告内容が承認された｡ 

 

３． 平成１０年度事業計画（案） 

      議長より、資料に基づき計画の説明がなされた。 

 

      説明に対する質疑により、以下の点が確認された｡ 

・9月23日の五段以下の審査会はないと思われる。（もし、実施の場合は、改めて 

 事務局より連絡を行う。） 

・ 10月18日の三・四段の講習会は、西東京で行う審査の対策の講習と異なり、形、 

審判法、指導法と充実した内容で実施するので、多くの方に参加して頂きたい。 

実施場所は神代中学を使用する方向とし、中央会の小林氏に調整をお願いした。 

・ 内部大会における、接待の担当を事前に決めてはとの提案があり、 

   成少年  ：中央会、七機、洗心館 

   市民体育祭：染地、大町、警察 

 を中心として、申込時に担当を出せる団体は積極的に出して頂くことした。 

 

４． 平成１０年度予算（案） 

      会計担当の鈴木氏より、資料に基づき予算案の説明がなされた｡ 

 

      上記説明を受け、全会一致をもち、予算案が承認された｡ 

 

      説明に対し、以下の質疑応答があった。 

・ １０年度は事業積み立てを行わないかとの質問があり、余裕ができれば積みたい 

 との回答があった。 

・ 体育協会からの金額の決定についての質問があり、体育協会が決定している旨の 

 回答があった。 

 

５． 都剣連・西東京剣道連合会年間行事予定について 



      山川理事長より説明があり、昇段審査の日時等へ十分留意するよう依頼があった。 

  ６．役員紹介 

      議長より、名簿に基づき各役員が紹介された。 

 

      新任  監査：永田氏（神代）、体協補佐：佐貫氏（中央会）、 

       内部大会補佐：添野氏（染地）、段審査補佐：小野氏（洗心館） 

  

７．その他 

（１） 年次登録の件 

  ふりがなの漏れ、生年月日の間違い等、多々あるので、個票の記入は 

正確にお願いしたい。 

（２） 段審査申込の件 

    ・各項目の記入漏れ、特に取得場所の記入漏れが多いので注意して欲しい。 

    ・他府県での取得者は免状のコピーを添付するよう徹底願いたい。 

    ・三段以下に関しては、登録料も事前納入（不合格の場合は返却）となっているので、 

     その点も留意し、当日は、剣連の引率者へ出欠及び結果の連絡を必ずお願いしたい。 

 

（１） 、（２）共、申し込みは、指定の日時で行うよう、ご協力をお願いしたい。 

 なお、今後は、登録、市内大会、三段以下審査は、西調布体育館で１３：００から 

2時間、四段以上審査、講習会は、事務所において３０分程度の時間で行いたい。 

 

    上記件に関し、実施を日曜日にして欲しいとの要望があり、了承した。 

 

（３） 内部大会の申込について 

当日の追加申込は、受付けにおいて書面にて行うこととする。 以降の申込、口頭 

    による申込は、今後は受け付けないこととする。 

（４） 昨年の質問である交際費に関して 

資料に基づき議長より説明があった。 

今後、特に規定化はしないが、収入減に伴い、極力支出も押さえるよう努力すること 

    とした。 

 

◆ 閉会挨拶 

     今泉副会長より、今後の継続的な協力依頼をお願いして、閉会の挨拶があった。 

 

 

 

                              以 上 

 


